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フレンドサロン・秋の催し
1 0／６（木）･７（金）
玉井喜久子マイニットワーク
１０／20(木)～23(土）
井上立子アートジュエリー展
１１／25(木)～27（日）
彫金ｽ ﾀ ジｵ ﾀ ﾜ ｲ ﾈ バー ﾄ ３作品展

〃にしむら”を愛して下さる方々の集いの場所･ フレンドサロン。
プチ．ギャラリーやダンスホールなど1 0 ～2 0 名様迄のグループで使
われるのに最適です。あなたのプランに合わせてご自由に演出、ご
利用頂けます。をお、飲食のおもちこみはご遠慮下さい。

●室料３時間￥1 0 , 0 0 0 ●営業時間１１: 0 0 A M ～8 : O 0 R M
お問合せは0 7 8 ( 8 5 4 ) 2 1 0 6中村まで1 1 : O 0 R M～8 : 0 O P M
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(左) 印象的な赤と黒。ストールで表' 情をつけて着
こなすのがことしですも

●ジバンシイ･ ライフ／セーター( 毛1 0 0 ％) ２９，０００円
スカート(毛1 0 0％)２９，０００円・ベルト１０．０００円

■３階ハイファッションカジュアル

( 右) チェック･ オン･ チェックにも､ ジバンシィならでは
の知性が香りますも
●ジバンシィ･ ヌーベルブティック／アンサンブル…・
（毛 1 0 0 ％）１９０，０００円

■３階ジバンシィ･ ヌーベルブティック

電話(078)331-8121鯵 1 コ' ﾐ l ＭＡＲＬｊＫｏＢＥ
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磨かれた感』性を身につけて、自分を高めていきた
い。そんな､ こころからおしゃれな人を､ より美しくい
ろどるジバンシイで現シンプルなのに､ いまを感じ
させる粋をキラリと光らせている。秋の街角にとど
いたパリのメッセージをうけとめて。それを､ 美しさ
へのステップにしたものですも
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ゴーフルボートビア長
早申戸且貝坐毒島
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〒650神戸市中央区港島中町7-2-2恋(078)302-5555
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一

戸 予騨

海の見える白いﾁｬペﾙでiうzｴﾗﾂic/Zi:．
海を見ながら､ 神戸ならではのファッショナブルなブﾗ ｲ ダルは､ 恋人たちの夢。
向亜のチャペルに続くホールでのご披露宴や､ 劇場を利用した批界で初めての

シアターウェ詞ングなど感動的シーンの演州を心がけていますも
カリヨンの音色に祝福されて職慶びもいよいよクライマックスに－。 ボートﾗｲﾅ ｰ中埠頭｜

(ゴーフル白い諸ブぺﾉ’
ｍ
刷

１１Ｍ。
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れ
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’8 9 ＮＨＫ大河ドラマE 春日の局｣ の放映を前に生誕地から贈るノ
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梅
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下
お
福
遊
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し
石
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も
桃
庵
子
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梅
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本部/中央区三宮町1丁目6-22(ﾆﾕｰｾﾝﾀｰ7F)(078)392-1651

三宮本店／三宮センター街（0 7 8 ) 3 9 1 - 0 8 9 5 京都店／藤井大丸2 Ｆ（0 7 5 ) 2 1 1 - 0 8 5 7
ブレザーｼ ｮ ｯ ブ／ﾄ アロード（0 7 8 ) 3 9 1 - 0 8 9 6 姫路店／F E S T A 2 , 3 Ｆ（0 7 9 2 ) 8 9 - 4 7 3 8
ドﾙ ﾁ ｪ ﾏ ﾂ ｸ ／三宮センター街（0 7 8 ) 3 3 2 - 0 1 4 1 宝塚店／宝塚南口サンピｵ ﾗ 3 Ｆ( 0 7 9 7 ) 7 1 - 4 8 3 0

NＩ一
）

出血
鶴‘

剛典鰯
SＩＮＣＥ１８９５ＫＯＢＥ

＝

L＆

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



息

八
神
戸
市
農
政
局
長
Ｖ

嘉
本
禎
夫

劃
世
紀
に
向
け
て

国
際
的
な

ブ
ラ
ン
ド
育
成
を

☆
私
の
意
見i蕊蕊

瀞!:鐸織Iｉ瀞
灘
職
癖
騨
蕊
譲
瀞

神
戸
は
国
際
港
湾
都
市
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
市
域
の
岨
％
、
約
６
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
農
地
が
占

め
て
い
ま
す
。
昨
今
日
本
の
農
業
は
国
際
化
に
伴
っ
て
、
貿
易
の

自
由
化
や
食
管
会
計
制
度
の
改
革
の
た
め
に
、
縮
少
再
生
産
の
方

向
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
神
戸
市
の
場
合
は
農
業
及
び
漁
業
に
お

き
ま
し
て
も
、
拡
大
再
生
産
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
規
模

が
大
き
く
意
欲
的
な
農
業
、
漁
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。農

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
水
稲
、
畜
産
、
園
芸
と
い
う
三
部
門

が
、
大
変
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
達
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
第
一
に
、

市
民
の
方
々
に
新
鮮
で
安
全
な
、
品
質
の
良
い
生
産
物
の
供
給
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
一
に
、
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
で
、

大
都
市
神
戸
の
自
然
環
境
の
保
全
と
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
花
時
計
の
花
や
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
花
は
、

市
域
で
生
産
し
た
も
の
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業
地

帯
に
観
光
農
業
と
い
い
ま
す
か
、
市
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
が

提
供
で
き
ま
す
。
現
在
、
六
甲
山
牧
場
、
海
釣
り
公
園
、
農
業
公

園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
の
消
費
者
は
、
本
物
志
向
で
あ

り
健
康
志
向
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
ワ
イ
ン
専
用
の
、
品

質
の
良
い
ブ
ド
ウ
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
し
、
あ
る
い
は
畜
産

を
振
興
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
有
機
肥
料
、
堆
肥
を
使
っ
て
、

化
学
肥
料
を
使
用
せ
ず
に
園
芸
生
産
物
を
作
る
な
ど
、
市
民
に
支

え
ら
れ
た
農
業
、
漁
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
前
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
貿
易
自
由
化
の
波
が
押

し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
国
際
的
に
通
用
す
る
ブ
ラ
ン
ド
商

姉
を
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
ワ
イ
ン
、
チ

ー
ズ
、
ビ
ー
フ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
を
、
そ
う
い
っ
た
国
際
化
に

耐
え
う
る
商
品
に
育
て
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
尚

御
存
知
の
よ
う
に
、
神
戸
ワ
イ
ン
は
Ｅ
Ｃ
皿
力
国
の
世
界
品
評
会

で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
一
人
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い

え
ま
す
。

神
戸
市
は
大
都
市
の
中
で
は
、
農
業
、
漁
業
の
自
然
的
条
件
に

忠
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
虹
世
紀
に
向
け
て
ど
う
生
か
し

て
い
く
か
が
、
私
ど
も
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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こんにちは赤ちゃんＪ”盈

唾

大神【E 輝くん／西宮市深谷町
｢ はだかでゴメンナサイ…」

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

菖柿沼産婦人科菖柿沼産婦人科
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芦屋市大柵町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

お菓子のとても
美味しい季節です
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聖
堂
で
…
」
と
書
か

こ
の
教
会
の
外
観

は
、
絵
の
モ
チ
ー
フ

と
し
て
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
描
く
こ
と
が

で
き
、
高
く
そ
び
え

る
塔
だ
け
で
も
絵
に

な
り
、
た
く
さ
ん
の

ス
ケ
ッ
チ
を
し
ま
し

た
。次

に
訪
ず
れ
た

「
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
」

今
、
日
本
は
円
高
で
海
外
旅
行
が
さ

も
国
内
の
九
州
・
北
海
道
へ
旅
行
す
る

の
と
同
じ
よ
う
に
盛
ん
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
私
も
、
御
多
分
に
も
れ
ず
、

昨
年
ド
イ
ツ
。
オ
ラ
ン
ダ
の
俗
に
い
う

『
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
』
の
ツ
ァ
ー
に

参
加
し
、
旅
し
て
来
ま
し
た
。

小
グ
ル
ー
プ
で
の
旅
で
ゆ
っ
た
り
し

ま
し
た
。
所
謂
、
買
物
ツ
ァ
ー
で
は
な

く
、
朝
ゆ
っ
く
り
の
出
発
で
あ
わ
て
る

こ
と
な
く
の
ん
び
り
し
た
旅
で
し
た
。

季
節
は
５
月
で
ち
ょ
う
ど
日
本
と
同

じ
よ
う
な
気
候
で
し
た
の
で
さ
わ
や
か

で
、
樹
々
の
新
芽
が
出
か
か
っ
た
と
こ

ろ
で
私
の
よ
う
な
風
景
作
家
に
と
っ
て

一
番
都
合
の
よ
い
見
透
し
ょ
く
、
樹
々

の
問
か
ら
見
え
る
建
物
が
ど
こ
か
ら
見

て
も
絵
に
な
る
構
図
で
、
一
日
中
ス
ケ

ッ
チ
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
の
５
月

は
、
夏
時
間
に
入
り
、
夜
８
時
頃
ま
で

昼
間
の
よ
う
に
明
る
く
、
そ
の
点
に
お

い
て
も
ス
ケ
ッ
チ
す
る
の
に
大
変
よ
か

っ
た
で
す
。

ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
と

い
う
街
で
は
、
ど
の
建
物
、
風
景
も
絵

に
な
る
モ
チ
ー
フ
ば
か
り
で
、
小
さ
な

陸鶏§
銘掻

鍵歳擁爵

題
ド
イ
ツ
の
旅

細
い
路
地
へ
ち
ょ
っ
と
入
る
と
、
そ
こ

に
は
素
朴
な
教
会
が
、
民
家
が
、
小
屋

が
、
ぽ
つ
ん
と
あ
り
、
静
け
さ
と
、
寂

し
さ
で
私
の
胸
を
い
つ
ぱ
い
に
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
壁
も
、
窓
も
、
扉
も
古

ぼ
け
て
何
回
も
ペ
ン
キ
を
ぬ
り
な
お
し

て
あ
る
よ
う
で
し
た
。
で
も
あ
た
り
の

景
観
を
こ
わ
さ
な
い
心
を
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
、
私
に
は
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
街
中
の
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
リ
ー

を
ぬ
け
る
所
に
強
大
な
も
の
す
ご
い
教

会
「
ハ
イ
リ
ッ
ヒ
ガ
イ
ス
ト
（
聖
霊
）

教
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
も
の
の
本
に

よ
り
ま
す
と
、
「
プ
フ
ァ
ル
ッ
選
帝
候

国
の
中
で
最
も
高
い
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の

聖
堂
で
…
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

１
３１
１

石
川
晴
久

八
画
家
Ｖ

で
は
、
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
（
ロ
ー
テ
ン
ブ

ル
ク
の
主
教
会
）
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
（
絵
を
描
く
上
で
）
こ
の
教
会
も

ゴ
シ
ッ
ク
教
会
で
百
年
以
上
の
建
築
年

数
を
要
し
、
潔
め
ら
れ
た
の
は
、
１
４

４
８
年
で
あ
る
。
」
と
こ
れ
も
も
の
の

本
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
上
下
に
細

長
い
窓
を
も
つ
端
正
な
教
会
で
し
た
。

期
間
が
短
か
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の

初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
、
私
な
り

に
大
き
な
意
味
を
な
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
、
私
は
、
そ
の
時
の
ス
ケ
ッ

チ
を
も
と
に
私
な
り
の
教
会
、
建
物
、

風
景
を
時
間
を
か
け
て
キ
ャ
ン
バ
ス
に

む
か
っ
て
制
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

ス
ケ
ッ
チ
／
石
川
晴
久
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こ
の
八
月
、
旧
満
洲
と
朝
鮮
の
最
高

峰
二
千
七
百
勝
の
「
白
い
山
」
口
頭
山

（
中
国
名
長
白
山
）
に
行
っ
て
き
た
。

長
春
（
旧
新
京
）
か
ら
、
摂
氏
“
度
下

十
五
時
間
の
無
冷
房
の
Ｓ
Ｌ
夜
行
で
延

吉
に
着
き
、
無
冷
房
の
バ
ス
九
時
間

で
、
や
っ
と
長
白
漠
布
下
の
標
高
千
七

百
勝
の
涼
し
い
山
小
屋
に
着
い
た
。
こ

の
旅
程
の
厳
し
さ
に
は
マ
イ
ッ
タ
。
翌

日
は
こ
の
漠
布
に
登
り
、
小
屋
に
戻
っ

て
、
白
頭
山
の
二
千
六
百
腕
の
天
文
峰

に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
一
千
四
百
勝

一
昨
年
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
白
い
山
」

ア
ル
プ
ス
の
最
局
峰
四
千
八
百
届
の
モ

ン
ブ
ラ
ン
に
登
っ
た
。
昨
年
は
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
の
「
白
い
山
」
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
だ
。
今
年
の
正
月
は
ス
ワ
ヒ
リ
語

の
「
白
い
山
」
ア
フ
リ
カ
の
最
高
峰
六

千
脚
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
挑
戦
し

た
。
麓
か
ら
山
小
屋
泊
り
の
四
日
目
の

標
高
四
千
五
百
脚
で
雪
に
な
っ
た
。
赤

道
直
下
の
雪
！
早
速
食
べ
て
み
る
。
モ

ン
プ
ラ
ン
の
雪
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
。
み

ん
な
食
べ
た
。
四
千
八
百
樹
の
山
小
屋

で
、
同
行
の
青
年
は
高
山
病
で
意
識
不

明
の
重
体
。
下
山
し
入
院
さ
せ
る
こ
と

に
し
て
、
午
前
一
時
に
小
屋
を
出
発
し

た
。
明
る
く
な
る
と
、
倒
れ
て
い
る
人

が
多
い
。
高
山
病
で
あ
る
。
最
年
長
の

私
は
そ
の
カ
ケ
ラ
も
感
じ
な
い
。
午
前

六
時
頂
上
直
下
の
肩
に
出
た
。
休
ま
ず

そ
の
ま
ま
五
十
勝
ほ
ど
の
岩
峰
を
禁
じ

り
頂
上
に
立
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
誰
も

到
着
し
て
い
な
い
。
六
十
二
歳
の
私
が

一
番
乗
り
で
あ
る
！
三
十
分
後
に
同
行

八
人
が
登
筆
し
て
き
た
。
私
と
リ
ー
ダ

ー
以
外
は
全
員
が
高
山
病
に
や
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
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白
い
山
に
猿
か
れ
て

3２
１

キリマンジャロに一番乗りした筆者（中央）
周囲はアメリカ美人とガイド、後方は氷河

の
気
象
台
ま
で
は
ジ
ー
プ
。
登
禁
高
度

は
二
百
勝
だ
け
、
私
は
ス
イ
ス
イ
。
や

は
り
一
番
乗
り
！
こ
こ
か
ら
見
る
火
口

湖
『
白
頭
山
天
池
」
は
神
秘
そ
の
も

の
。
愛
新
覚
羅
の
始
祖
降
臨
の
伝
説
も

う
な
ず
け
た
。
翌
日
、
長
白
漠
布
下
流

の
「
地
下
森
林
』
に
日
本
人
で
初
め
て

入
っ
た
こ
と
は
、
神
戸
新
聞
に
報
道
さ

れ
た
。
水
流
は
岩
盤
の
ク
レ
パ
ス
の
地

下
に
潜
っ
て
い
る
。
こ
の
不
気
味
な
窪

地
が
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
の
林
に
な
っ
て
い

る
の
で
地
下
森
林
と
呼
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。引

退
し
て
山
歩
き
ば
か
り
し
て
い
る

と
「
健
康
に
よ
い
で
す
ね
Ｉ
」
と
よ
く

言
わ
れ
る
。
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
私
は
七

十
歳
ま
で
に
肉
体
を
使
い
切
り
、
早
く

ポ
ッ
ク
リ
死
に
た
い
た
め
に
山
登
り
を

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
で
、
大
好
き

な
ビ
ー
ル
と
爽
快
な
タ
バ
コ
を
存
分
に

や
っ
て
、
肝
臓
か
、
肺
癌
に
な
る
た
め

の
山
歩
き
で
あ
る
。
子
育
て
が
終
わ
っ

て
『
美
』
か
ら
見
放
さ
れ
た
オ
イ
ボ
レ

は
中
風
や
ボ
ケ
に
な
ら
ず
、
早
く
死
ぬ

こ
と
に
全
精
力
を
使
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
が
『
善
』
で
あ
り
、
『
真
』
で
あ

る
。
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「歌人夏の集い」にて筆者（左から３人め) 、
馬場あき子さん（右から２人め）

' 、: i 蕊･
需溌篭、縫曾

蕊鶴溺
驚農，溺韓蕊：

僅織
三

題

新大
し好
いき
出な
発神
戸
で

、

の
も
雄
大
で
深
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
昼
間
見
た
美
し
い
ピ
ル
群

の
印
象
と
共
に
、
東
京
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、
短
歌
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
友
人
た
ち
や
文
学
歴

史
の
会
の
仲
間
た
ち
、
そ
し
て
、
毎
月

近
郊
の
山
を
歩
き
一
年
に
一
度
は
ア
ル

プ
ス
登
山
を
し
、
苦
し
み
も
喜
び
も
共

に
分
か
ち
合
い
山
の
湯
で
は
背
中
を
流

し
合
う
ま
で
の
登
山
の
仲
間
た
ち
、
と

大
勢
の
先
輩
や
友
人
達
よ
り
心
か
ら
の

祝
福
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
途
切
れ
る
事
の
な
い
人

生
の
山
坂
を
越
え
て
こ
こ
ま
で
辿
り
着

く
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
心
温
か
い
人

た
ち
に
巡
り
会
え
た
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

生
ま
れ
故
郷
よ
り
も
馴
染
み
深
い
地

と
な
っ
た
大
好
き
な
神
戸
で
、
短
歌
へ

の
新
し
い
出
発
が
で
き
る
こ
と
を
幸
せ

に
思
い
ま
す
。

十
・
一
月
に
は
去
年
に
続
き
二
度
目
の

六
甲
縦
走
を
果
た
そ
う
と
心
優
し
く
も

た
く
ま
し
い
友
人
を
頼
り
に
足
を
鍛
え

て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

張
の
ほ
ぐ
れ
る
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

日
頃
、
仕
事
の
合
間
に
は
山
ば
か
り

歩
い
て
い
る
私
に
と
っ
て
あ
ま
り
興
味

の
な
か
っ
た
東
京
も
、
こ
の
機
会
を
逃

し
て
は
再
び
訪
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ

う
と
無
理
を
言
っ
て
案
内
し
て
頂
い
た

新
宿
の
夜
の
高
層
ビ
ル
よ
り
見
晴
る
か

す
百
八
十
度
の
展
望
は
す
ば
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
色
と
り
ど
り
に
ど
こ
ま
で

も
続
く
光
の
海
の
遥
か
に
東
京
タ
ワ
ー

の
燈
が
見
え
、
海
も
山
も
な
く
街
の
燈

が
そ
の
ま
ま
空
の
星
へ
と
紛
れ
て
ゆ
く 立

原
麻
衣

八
歌
人
Ｖ

こ
の
た
び
は
、
第
三
回
短
歌
現
代
新

人
賞
を
い
た
だ
き
、
思
い
も
か
け
な
い

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
恐
ら
く

一
生
行
く
こ
と
の
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

東
京
へ
行
き
、
午
後
四
時
よ
り
の
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
の
受
賞
式
会
場
で
は
金
扉

風
を
背
に
し
て
坐
り
、
選
考
委
員
そ
の

他
の
方
々
の
感
想
を
賜
り
、
カ
メ
ラ
の

フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
光
る
な
か
石
黒
社
長
よ

り
賞
状
等
を
授
与
さ
れ
、
ま
た
、
結
社

の
東
京
在
住
の
方
々
よ
り
花
束
も
い
た

だ
き
本
当
に
夢
の
中
そ
の
も
の
、
自
分

の
身
に
現
に
受
け
て
い
る
こ
と
と
は
信

じ
難
い
思
い
の
う
ち
に
時
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。

午
後
八
時
よ
り
の
「
歌
人
夏
の
集

い
」
で
も
新
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
短

歌
誌
等
に
名
前
や
写
真
の
い
つ
も
載
っ

て
い
る
近
藤
芳
美
氏
、
中
野
菊
夫
氏
、

蒔
田
さ
く
ら
子
氏
な
ど
、
ま
た
テ
レ
ビ

の
短
歌
講
座
を
担
当
さ
れ
て
い
た
岡
野

弘
彦
氏
、
島
田
修
二
氏
、
殊
に
馬
場
あ

き
子
氏
に
は
親
切
な
お
言
葉
も
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
百
五
十
人
の
著

名
歌
人
の
集
い
合
う
前
で
、
た
ど
た
ど

し
い
挨
拶
を
し
た
の
ち
に
よ
う
や
く
緊

蕊

１
３３
１ 識
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日本－低い中央分水界

み
わ
か
水
分
れ
の
ま
ち
サ
『
声
、
ツ
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
水
分
れ
サ
ミ
ッ
ト
」

（
主
催
兵
庫
県
、
氷
上
町
、
北
摂
丹
波

祭
典
実
行
委
員
会
）
を
開
い
た
。

こ
の
機
会
に
こ
の
町
の
水
分
れ
橋
を

す
こ
し
上
が
っ
た
地
点
に
水
分
れ
公

園
、
ま
た
水
分
れ
資
料
館
が
設
け
ら
れ

た
。
そ
こ
に
続
く
数
軒
の
家
並
み
の
屋

根
は
、
雨
が
降
る
と
一
方
は
瀬
戸
内
海

へ
、
他
方
は
日
本
海
へ
と
い
う
不
思
議

な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
日
本
縦
断
の
分

水
界
を
辿
る
と
、
分
水
界
が
通
過
す
る

市
町
村
七
三
、
分
水
界
が
境
界
の
市
町

村
三
一
二
な
ど
知
ら
れ
る
。

全
国
一
低
い
中
央
分
水
界
（
海
抜
九
サ
ミ
ッ
ト
開
催
前
日
、
三
田
市
の
二

五
米
）
の
氷
上
町
、
こ
こ
瀬
戸
内
海
へ
一
世
紀
公
園
都
市
博
覧
会
の
ホ
ロ
ン
ピ

の
加
古
川
と
日
本
海
へ
の
由
良
川
と
の
ア
館
で
記
念
講
演
と
し
て
評
論
家
森
本

接
点
に
お
い
て
、
昭
和
六
三
年
七
月
一
一
哲
朗
氏
の
「
川
の
文
明
野
の
文
化
」

九
日
は
じ
め
て
の
試
み
に
、
全
国
の
分
で
、
世
界
の
大
都
市
の
行
詰
ま
り
と
も

水
界
所
在
の
三
○
余
の
市
町
村
代
表
が
い
え
る
今
、
一
一
一
世
紀
を
前
に
、
日
本

集
ま
っ
て
「
川
と
野
と
文
化
を
考
え
る
の
分
水
界
と
い
う
場
で
、
自
然
と
人
間

丹
波
氷
上
町
に
つ
ど
う

米
花
稔
八
神
戸
大
学
名
誉
教
授
福
山
大
学
教
授
Ｖ

林
健
吉
、
愛
媛
県
伊
予
三
島
市
町
篠
永

善
雄
、
大
分
県
湯
布
院
町
長
吉
村
格
哉

諸
氏
か
ら
特
徴
的
な
地
域
づ
く
り
の
事

例
発
表
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
氏
に
加
え
て
先
年
水
不

足
に
苦
し
ん
だ
福
岡
の
西
日
本
銀
行
取

締
役
緒
方
世
喜
子
氏
、
国
土
庁
加
藤
昭

水
資
源
計
画
課
長
、
近
畿
地
方
建
設

局
、
県
代
表
も
加
え
て
、
筆
者
が
コ
ー

デ
イ
ネ
ー
タ
と
し
て
パ
ネ
ル
討
論
を
行

っ
た
。分

水
界
の
ま
ち
は
、
峠
の
ま
ち
で
も

あ
り
、
文
化
の
接
点
と
し
て
の
歴
史
的

意
義
と
共
に
、
現
に
多
く
は
過
疎
に
苦

し
む
。
自
然
の
豊
か
さ
と
き
び
し
さ
へ

の
意
欲
的
と
り
く
み
が
報
告
さ
れ
た
。

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
た
分
水
界
市
町
村

全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
伝
統
産
業
振

興
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
実
施

な
ど
多
様
な
回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
、

分
水
界
の
特
性
へ
の
認
識
は
必
ず
し
も

十
分
で
な
く
、
今
回
の
催
し
が
刺
戟
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
パ
ネ
ラ
ー
の
市
町
村
長
が
幹

事
役
と
な
っ
て
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
今
後

の
発
展
を
申
合
わ
せ
、
水
分
か
れ
の
地

の
自
然
と
歴
史
を
人
づ
く
り
地
域
づ
く

り
に
生
か
す
こ
と
を
討
議
の
集
約
と
し

た
。水

系
文
化
に
心
ひ
か
れ
続
け
て
い
る

筆
者
と
し
て
も
地
道
な
展
開
を
心
か
ら

期
待
し
た
い
。
小
さ
な
ま
ち
か
ら
の
い

さ
さ
か
の
情
報
発
信
で
も
あ
る
か
ら
。

１
３４
１

名
誉
教
授
高
橋
裕
氏
の
基
調
講
演
「
川

と
文
化
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
、

水
の
豊
か
さ
と
そ
の
四
季
変
化
の
は
げ

し
さ
へ
の
多
様
な
つ
き
あ
い
方
を
経
験

し
て
き
た
日
本
人
の
生
活
の
ち
え
か

ら
、
技
術
の
軍
目
的
化
し
勝
ち
の
今
日

の
反
省
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
の
意

義
が
の
べ
ら
れ
た
。
つ
い
で
分
水
界
の

岩
手
県
安
代
町
長
伊
藤
重
雄
、
長
野
県

楢
川
村
町
百
瀬
康
、
地
元
氷
上
町
長
小

の
か
か
わ

り
あ
い
の

地
域
づ
く

様嘩
り
を
考
え

Ｎ
る
意
義
が

一
》
強
調
さ
れ

”
た
。

糖
当
日
氷

ｒ

上
町
の
農

協
会
館

で
、
東
大
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実験交流サロン

シアターーー･ ポシェット
１０月の公演

9.(日)1洲}鰯…ﾝｺﾝ熟
2 3 日（日）１４：００「異人館より愛の調べ」

チャリティコンサート（有料）
3 0 日（日）１４：３０Ｇ．Ａ・Ｆ

フルートアンサンブル（有料）

☆シアター利用のご案内
●電日、時間／土、日暇日（通常）肌1 0 : 0 0 - 剛8 : ００
･ 費用／ホール設術の使用無料。光熱､ 空調、椿理費のみ実愛
･ 付帯股備／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音埋機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイク、映写機等
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒６５o 神戸市中央反＝寅町１丁目５－ユ住友銀行ピル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進念３３１－６３０２～３

赤ちゃん
岩倉豪<ん（昭和6 3 . 8 . 1 9生）
神戸市兵庫区在住
待望の次男誕生〃
ぼくとお兄ちゃんへ－
「お母さんを困らせるなよ」

☆佐ﾌ ﾎ ﾐ 産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通４－１－１５
冠575-1024(病室念576-9639）
市バス上沢４停南スグ

猛といつし｡<農を

蟻
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神
戸
が
、
詩
人
竹
中
郁
を
失
っ
て
六
年
、
足
立
巻
一
を

失
っ
て
三
年
に
な
る
。

二
人
は
、
ま
さ
に
神
戸
の
人
だ
っ
た
。
と
く
に
、
竹
中

郁
は
、
そ
の
土
地
。
風
土
を
呼
吸
し
て
生
き
、
神
戸
の
体

現
者
だ
っ
た
。

神
戸
に
詩
的
な
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
何
が
し
か
、

竹
中
郁
の
呼
吸
が
か
っ
て
い
る
。

私
は
幼
少
の
こ
ろ
、
和
田
岬
に
住
み
、
西
代
に
移
り
、

東
須
磨
小
学
校
に
通
っ
た
が
、
神
戸
を
意
識
し
た
の
は
大

阪
へ
移
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
イ
ナ
ガ
キ
・
タ
ル
ホ
、
竹
中

郁
に
よ
っ
て
、
神
戸
が
童
話
的
な
世
界
に
見
え
た
。
乗
物

の
好
き
な
私
は
、
日
本
一
と
い
わ
れ
た
神
戸
市
電
を
た
の

し
ん
だ
。
ど
こ
の
市
電
よ
り
も
窓
が
大
き
か
っ
た
。

戦
中
の
灯
火
管
制
の
な
か
、
あ
る
月
夜
の
晩
、
市
電
で

栄
町
を
走
っ
た
が
、
町
も
電
車
の
中
も
灯
を
消
し
、
窓
の

外
を
た
だ
月
光
の
青
一
色
に
染
ま
る
町
が
流
れ
る
の
が
、

ま
る
で
海
底
の
な
か
を
走
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
陶
酔

感
を
、
い
ま
だ
に
忘
れ
な
い
で
い
る
。
イ
ナ
ガ
キ
・
タ
ル

ホ
の
「
星
を
拾
っ
た
話
」
な
ど
の
生
ま
れ
る
町
だ
っ
た
。

ま
た
元
町
の
角
の
ブ
ラ
ジ
レ
イ
ロ
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

エ
ッ
お
」
イ
ー

詩
と
神
戸

竹
中
郁
と
足
立
巻
一

杉
山
平
一

カ
ッ
ト
・
石
阪
春
生

ん
で
い
る
と
、
小
説
「
旅
の
絵
」
で
、
堀
辰
雄
が
竹
中
郁

と
待
ち
会
せ
た
コ
ー
ヒ
ー
店
の
感
じ
に
浸
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
小
説
の
中
で
、
堀
辰
雄
は
、
竹
中
郁
に
教
え
ら

れ
て
中
山
手
の
「
ホ
テ
ル
・
エ
ソ
ワ
イ
ア
ン
」
に
一
夜
を

す
ご
す
の
だ
が
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
こ
と
が
、
竹
中
郁
の

「
私
の
び
っ
く
り
箱
」
（
足
立
巻
一
編
）
に
出
て
き
て
な

つ
か
し
か
っ
た
。
生
田
神
社
裏
の
「
ふ
じ
い
」
と
い
う
レ

ス
ト
ラ
ン
の
開
店
祝
に
招
か
れ
て
こ
こ
が
そ
の
ホ
テ
ル

の
あ
と
で
は
な
い
か
と
き
く
と
、
藤
井
夫
人
が
「
イ
ソ
ャ

ン
は
う
ち
の
貸
家
で
し
て
ん
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
エ

ソ
ワ
イ
ヤ
ン
で
な
く
て
、
イ
ソ
ヤ
ン
か
、
と
私
も
び
っ
く

り
し
た
。

淀
川
長
治
氏
が
、
近
年
自
伝
で
し
き
り
に
神
戸
を
語
る

が
、
そ
の
お
姉
さ
ん
が
「
く
つ
ぴ
ん
さ
ん
」
で
あ
っ
た
と

竹
中
郁
は
こ
の
本
に
し
き
り
に
書
い
て
い
る
が
、
竹
中
さ

ん
の
神
戸
の
町
の
案
内
は
実
に
く
わ
し
か
っ
た
。
「
神
戸

っ
子
」
の
文
学
賞
の
選
考
の
と
き
、
帰
り
に
、
北
野
の
異
人

館
の
町
づ
く
り
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
う
ろ
こ
の
家
を

異
人
館
に
仕
立
て
た
い
き
さ
つ
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
家
の

住
人
の
こ
と
や
、
こ
こ
が
小
磯
良
平
の
家
の
あ
っ
た
と
こ
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ろ
な
ど
と
、
観
光
案
内
の
裏
ぱ
な
し
が
珍
し
か
っ
た
。
そ

し
て
、
会
員
で
な
い
と
入
れ
な
い
と
い
う
、
へ
ち
ま
ク
ラ
ブ

の
一
一
シ
ム
ラ
コ
ー
ヒ
ー
店
へ
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
。

こ
う
い
う
日
常
の
随
想
を
ま
と
め
た
「
私
の
び
っ
く
り

箱
」
は
ま
さ
に
神
戸
を
語
っ
て
自
分
を
語
る
一
冊
だ
が
、

そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
足
立
巻
一
さ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
詩

論
、
美
術
論
を
「
消
え
行
く
幻
燈
」
に
ま
と
め
、
随
想
を

「
巴
里
の
て
が
み
」
「
私
の
び
っ
く
り
箱
」
に
ま
と
め
、

そ
の
費
用
も
自
分
で
調
達
し
て
出
版
、
そ
の
上
に
綿
密
な

評
伝
を
書
い
た
。

そ
の
思
い
入
れ
、
肩
入
れ
は
、
近
年
、
そ
の
比
を
見
な

い
も
の
だ
っ
た
。

足
立
さ
ん
は
、
神
戸
と
い
う
風
土
の
血
を
同
じ
く
す
る

竹
中
郁
を
、
自
分
と
し
て
愛
し
み
、
敬
愛
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
二
人
に
通
じ
合
う
も
の
は
、
そ
の
あ
た
た
か
い
心
だ

っ
た
。足

立
さ
ん
に
会
う
人
は
、
み
な
、
そ
の
春
風
の
よ
う
な
温

度
に
接
し
た
し
、
そ
の
誠
実
は
、
人
の
心
に
染
み
て
い
る
。

夕
暮
れ
忌
と
い
う
、
足
立
さ
ん
を
偲
ぶ
会
が
、
三
年
目

に
な
お
百
二
十
名
の
人
が
集
う
の
が
、
そ
の
人
柄
を
示
し

て
い
た
。

そ
の
誠
実
と
、
あ
た
た
か
い
心
の
あ
ら
わ
し
方
は
足
立

さ
ん
と
竹
中
さ
ん
は
ち
が
っ
て
い
た
。

竹
中
さ
ん
は
、
感
性
の
軟
か
い
二
十
四
歳
の
と
き
フ
ラ

ン
ス
に
留
学
、
二
年
滞
欧
し
た
こ
と
か
ら
、
西
欧
合
理
主

義
を
身
に
つ
け
て
い
た
。

人
柄
も
相
ま
っ
て
率
直
だ
っ
た
。
電
車
の
中
で
タ
バ
コ

を
吸
う
人
を
た
し
な
め
た
り
、
路
上
で
ポ
ー
ル
投
げ
す
る

子
を
叱
っ
た
り
し
た
。

そ
し
て
送
ら
れ
て
く
る
詩
集
に
、
礼
を
書
く
場
合
、
お

世
辞
で
な
く
、
必
ず
一
筆
、
欠
点
を
指
摘
し
た
。
竹
中
さ

ん
に
「
叱
ら
れ
た
」
「
く
さ
さ
れ
た
」
と
い
う
詩
人
は
多

い
。
ま
た
、
奥
様
が
病
気
の
と
き
、
「
お
見
舞
い
に
も
参

り
ま
せ
ん
で
」
と
挨
拶
す
る
人
に
、
「
来
る
気
も
な
い
く

せ
に
、
い
い
加
減
な
こ
と
い
い
な
さ
ん
な
」
と
い
っ
た

り
、
訪
問
に
お
菓
子
を
持
っ
て
行
っ
て
、
こ
ん
な
セ
ン
ス

の
な
い
も
の
持
っ
て
く
る
よ
り
手
ぶ
ら
の
方
が
よ
ろ
し

い
、
と
、
詩
の
セ
ン
ス
を
叱
ら
れ
た
り
、
散
々
な
目
に
あ

っ
た
、
と
い
う
詩
人
が
い
る
。
ま
や
か
し
、
ご
ま
か
し
な

ど
を
嫌
っ
た
詩
人
の
面
目
は
、
い
つ
も
躍
如
と
し
て
い

た
。
そ
れ
は
、
誠
実
の
あ
ら
わ
れ
だ
っ
た
。

足
立
、
竹
中
の
誠
実
が
、
年
を
経
て
、
人
々
の
胸
に
、

は
っ
き
り
し
て
く
る
。
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忘
れ
得
ぬ
オ
ラ
ン
ダ
人

ロ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
片
手
に
ブ
ラ
ジ
ル
一
人
歩
き
〈
旧
〉

〈
在
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
〉

絵
と
文
．
パ
ー
ト
。

一
九
六
九
年
の
暮
の
事
だ
っ
た
。
ア
ミ
ゴ
の
フ
ェ
ル
ナ

サ
ン
パ
ウ
ロ
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
パ
ン
ド

ン
ド
が
突
然
僕
に
《
《
の
四
○
勺
目
﹈
○
口
頁
直
営
Ｑ
切
目
。
こ

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
言
っ
て

来
た
。
当
時
、
僕
は
自
作
の
マ
ジ
ッ
ク
。
イ
ン
ク
で
絵
を

描
く
の
に
熱
中
し
、
フ
ォ
ー
リ
ャ
新
聞
社
の
ガ
レ
リ
ー
で

一
寸
し
た
画
家
気
取
り
で
個
展
を
や
っ
た
り
し
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
方
は
も
う
一
年
近
く
も
吹
い
て
い
な
か
っ
た
。

新
し
い
バ
ン
ド
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
ピ
ア

パ
ー
ト
ヴ
ア
ン
デ
ル
シ
エ
ー

ニ
ス
ト
の
国
四
鼻
く
目
色
の
吋
印
ｏ
彦
①
の
獄
は
度
の
き
つ
い

黒
ぶ
ち
の
眼
鏡
を
か
け
た
大
男
だ
っ
た
。
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
技
師
で
一
カ
月
前
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
て
来
た

ん
や
け
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
で
学
生
時
代
か
ら
デ
キ
シ
ー
や
っ

て
た
ん
や
…
。
」
と
た
ど
た
ど
し
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
彼

は
自
己
紹
介
し
た
。
最
初
の
中
、
僕
と
パ
ー
ト
と
は
気
が

合
わ
ず
、
双
方
で
好
か
ん
た
ら
し
い
奴
や
と
思
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
練
習
が
始
ま
る
と
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
し
、
そ
の
都
度
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
仲
介
に
入
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
し
、
パ
ー
ト
の
ア
レ
ン
ジ
し
た

《
芦
営
画
ｇ
ｏ
ｐ
ｍ
の
囚
屋
の
の
愚
の
演
奏
が
御
機
嫌
な
出
来
で
、

そ
の
時
以
来
僕
と
彼
は
お
互
い
の
才
能
を
認
め
、
尊
敬
し

合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

右
近
雅
夫オ

ラ
ン
ダ
人
に
は
デ
キ
シ
ー
の
好
き
な
連
中
が
多
く
、

パ
ー
ト
の
顔
で
当
時
僕
等
の
バ
ン
ド
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
オ

ラ
ン
ダ
人
の
フ
ェ
ス
タ
に
は
必
ず
招
待
さ
れ
て
演
奏
し
た

も
の
だ
。
オ
ラ
ン
デ
ー
ス
の
パ
ー
テ
ィ
で
一
風
変
っ
て
い

る
の
は
、
デ
ィ
ナ
ー
を
終
え
て
ダ
ン
ス
が
始
ま
る
と
、
し

ば
ら
く
し
て
リ
ー
ダ
ー
格
が
突
然
椅
子
の
上
に
立
ち
上
り

音
楽
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
演
説
を
長
々
と

始
め
る
の
で
あ
る
。
パ
ー
ト
が
そ
の
役
を
か
っ
て
出
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
な
の
で
僕
等
に

は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
あ
っ

た
。
其
の
後
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
を
し
た
り
、
オ
ラ
ン

ダ
の
国
歌
を
合
唱
し
、
再
び
デ
キ
シ
ー
で
夜
が
更
け
る
迄

踊
り
ま
く
る
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
カ

パ
ー
ト
に
は
倒
○
富
と
い
う
名
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
奥

さ
ん
と
四
人
の
小
さ
な
子
供
が
お
り
、
サ
ン
ト
・
ア
マ
ー

ロ
区
の
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
家
に
住
ん
で
居
た
。
あ
る
時
、

や
は
り
オ
ラ
ン
ダ
人
で
一
時
僕
等
の
バ
ン
ド
で
ベ
ー
ス
を

ポ
ッ
プ

弾
い
て
い
た
、
○
ず
が
突
然
帰
国
す
る
事
に
な
り
、
皆
で

演
奏
を
テ
ー
プ
に
と
る
た
め
パ
ー
ト
の
家
に
集
ま
っ
た
。

サ
ー
ラ

と
こ
ろ
が
録
音
の
最
中
に
客
間
に
入
っ
て
来
た
彼
の
飼
い

ぴ

犬
の
シ
ェ
パ
ー
ド
が
シ
ン
バ
ル
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
吃
っ
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く
り
し
て
泣
き
出
し
た
末
っ
子
の
赤
ん
坊
を
ヨ
ー
カ
夫
人

が
あ
わ
て
て
台
所
の
方
へ
連
れ
出
す
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
起
き
た
。
数
年
前
、
神
戸
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ

協
会
か
ら
僕
の
訪
日
を
記
念
し
て
一
枚
の
Ｌ
Ｐ
が
発
売
さ

パ
デ
イ
ポ
ル
デ
ン
ブ
ル
ー
ス

れ
た
が
、
Ｂ
面
の
貴
国
ロ
島
国
ｏ
﹈
。
ｇ
、
旨
①
の
運
に
赤
ん

坊
の
泣
き
声
や
変
な
と
こ
ろ
に
シ
ン
バ
ル
の
音
が
入
っ
て

い
る
の
が
そ
の
時
の
録
音
で
、
レ
コ
ー
デ
ン
グ
を
終
え
る

か

な
り
ポ
ッ
ブ
が
空
港
に
駆
け
つ
け
た
の
で
、
と
り
直
し
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
ー
ト
は
外
人
の
男
に
は
珍
し
く
糞
真
面
目
な
男
だ
っ

た
。
あ
る
時
タ
ッ
イ
と
い
う
田
舎
町
へ
演
奏
旅
行
に
行
っ

プ
レ
イ
ヤ
ー

た
時
、
若
い
娘
に
浮
気
し
よ
う
と
し
た
バ
ン
ジ
ョ
ー
奏
者

を
腕
づ
く
で
車
に
押
し
込
み
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
連
れ
て
帰

っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
で
も
特
に
イ
タ
リ
ー
系
の
連
中

は
、
そ
ん
な
彼
を
ナ
チ
の
将
校
み
た
い
だ
と
陰
口
を
き
く

者
も
い
た
が
、
僕
は
我
々
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
男
だ
と
思
っ
て
い
た
。
一
九
七
五
年
に
一
枚
の
Ｌ
Ｐ
を

吹
き
込
ん
だ
僕
等
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
。

た
れ
た
手
紙
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
公
証

翻
訳
人
の
国
家
試
験
を
パ
ス
し
、
自
力
で
家

族
を
養
っ
て
行
く
自
信
を
得
た
の
で
、
オ
ラ

ン
ダ
政
府
か
ら
の
社
会
補
助
金
を
辞
退
す
る

ん
だ
と
書
い
て
あ
っ
た
。
首
か
ら
下
が
全
身

不
髄
で
車
椅
子
の
生
活
だ
が
、
病
気
の
事
に

就
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
翌
年
彼
か
ら
受
け
取
っ
た
手
紙
を
読
ん
で

僕
等
は
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
付
添

い
の
看
護
婦
と
結
婚
す
る
た
め
、
ヨ
ー
カ
夫

人
と
離
婚
し
た
と
い
う
事
が
書
い
て
あ
っ

た
。
「
ヨ
ー
カ
夫
人
を
愛
す
る
が
故
、
彼
女
に

自
由
を
与
え
よ
う
と
パ
ー
ト
が
取
っ
た
措
置

ち
が

に
違
い
な
い
。
」
と
そ
の
夜
僕
は
家
内
の
マ

リ
ア
に
話
し
た
。

バ
ン
ド
は
、
そ
の
当
時
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
ジ
ャ
ズ
の
殿

オ
プ
ス
ド
イ
ス
ミ
ル
ク
ワ
ト
ロ

堂
《
《
○
℃
画
の
画
っ
肩
》
に
毎
ウ
ィ
ー
ク
。
エ
ン
ド
出
演
し
て

イ
ン
テ
ル
ヴ
ア
ー
画

い
た
。
あ
る
時
、
僕
が
ス
テ
ー
ジ
の
合
間
に
バ
ー
ル
に

息
抜
き
に
行
く
と
、
パ
ー
ト
が
一
人
で
セ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
ャ

（
ブ
ル
ジ
ル
語
で
ビ
ー
ル
の
事
）
の
カ
ッ
プ
と
ウ
オ
ッ
カ
の

グ
ラ
ス
を
前
に
置
い
て
チ
ャ
ン
ポ
ン
で
飲
ん
で
い
た
。
大

の
酒
豪
で
人
前
で
絶
対
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
事
の
な
い
彼
だ

が
、
段
々
目
に
見
え
て
飲
酒
量
が
増
え
て
来
た
よ
う
だ
っ

た
。
何
を
思
っ
た
の
か
そ
の
時
彼
は
、
「
マ
サ
ヲ
俺
ワ
オ

前
ヲ
気
一
一
入
ツ
タ
ョ
…
…
。
」
と
ポ
ッ
ッ
リ
言
っ
た
が
、

そ
れ
が
彼
の
最
後
の
言
葉
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か

っ
た
。
仕
事
を
休
ん
だ
事
の
無
い
彼
が
翌
週
来
な
い
の
で

不
審
に
思
っ
て
い
る
と
、
突
然
急
病
で
倒
れ
全
身
不
髄
に

な
っ
た
の
で
、
家
族
の
人
達
が
オ
ラ
ン
ダ
で
治
療
さ
せ
る

よ
う
、
急
拠
連
れ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
事
を
知
ら
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
二
年
ば
か
り
経
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
一
通
の

手
紙
が
届
い
た
。
身
体
障
害
者
用
に
特
別
に
考
案
さ
れ
た

タ
イ
プ
で
打
た
れ
た
手
紙
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
公
証
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術
夜
話
〈
４
〉

霊躍認唖層町瞳蕊稗ぞ ; …姪盟鑑宙…鶏

美

現在の若木屋．元町画廊、新装開店（昭和4 3 ＞
年) 。創始者である父・隆三の親友だった文
化勲章受賞者、林武先生（右から４人目）も
来店された。看板の文字は林先生の手によ
る。左から３人目が筆者（4 6 歳) 。

瞳
■
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ｂ
■
偉
大
な
松
方
幸
次
郎
翁
と
私

Ｏ
■
創
立
、
周
年
を
迎
え
た
若
木
屋
美
術
店

Ｋ
■
佐
藤
廉
（
若
木
屋
美
術
店
・
元
町
画
廊
店
）

Ｋ
Ｅ両

▲松方幸次郎氏肖像（部分）
プラングィン作（個人蔵）

⑨

識篭灘鍵篭篭

来
年
籾
、
神
戸
市
制
Ⅷ
年
を
記
念
し
て
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」
が
開
催
さ
れ
る
。
国
際
港
都
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の

文
化
に
大
き
な
貢
献
を
し
、
功
績
を
残
し
た
神
戸
と
大
変
関
係
の

深
い
松
方
幸
次
郎
翁
が
、
大
正
５
年
か
ら
昭
和
初
期
に
〃
川
崎
重

工
業
″
の
社
長
を
し
て
お
ら
れ
た
十
数
年
間
に
渡
り
収
集
し
た
世

界
的
な
美
術
品
は
、
一
個
人
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
は
、
過
去
か

ら
現
代
に
通
じ
て
世
界
最
大
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
未
だ
に

そ
の
記
録
は
破
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
一
部
を
神
戸
市
主
催
で
開
催
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
神
戸
っ
子

と
し
て
文
化
的
な
誇
り
で
あ
る
。
松
方
さ
ん
は
ま
た
、
創
刊
帥
周

年
を
迎
え
た
神
戸
新
聞
社
の
初
代
社
長
で
あ
り
、
神
戸
の
文
化
的

発
展
の
要
素
の
中
に
は
、
西
洋
の
近
代
文
化
に
接
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
青
年
た
ち
に
対
す
る
啓
蒙
と
啓
示
を
与
え
る
と
い
う
、
松
方

さ
ん
の
文
化
的
思
想
に
よ
る
力
が
大
き
く
影
響
し
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
こ
の
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
持
つ
文
化
的
意
義

の
全
て
を
包
含
し
て
考
察
し
、
神
戸
市
制
加
年
の
文
化
的
催
し
と

し
て
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
時
期

を
得
て
大
変
賢
明
で
あ
る
。
過
去
か
ら
現
在
、
未
来
に
向
っ
て
進

む
現
代
の
若
き
人
た
ち
に
と
っ
て
、
温
故
知
新
、
大
い
に
文
化
的

示
唆
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
近
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
「
ひ
ま
わ
り
」
一
点
が
開
億
円
で
輪

4０
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▲父、若木屋創始
者・佐麓隆三

▲祖父・佐藤成教

ｑ
林
先
生
を
囲
ん
で
。
（
元
町
画
廊
内
に
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
日
）

Z 篇

入
さ
れ
、
日
本
中
を
驚
か
し
た
こ
と
は
よ
く
御
存
知
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
何
増
倍
世
界
的
に
有
名
な
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
名
作

「
ア
ル
ル
の
寝
室
」
を
始
め
、
モ
ネ
、
ル
ノ
ア
ー
ル
、
ド
ガ
、
ホ

イ
ッ
ス
ラ
ー
、
シ
ス
レ
ー
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
、
又
、
初
期
ピ
カ
ソ

等
々
の
絵
画
の
銘
品
、
彫
刻
で
は
ロ
ダ
ン
の
「
地
獄
門
」
「
考
え

る
人
」
等
の
名
作
の
数
々
、
戦
後
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領

が
門
外
不
出
と
言
っ
て
い
た
世
界
的
名
作
Ⅳ
点
を
、
日
本
政
府
に

西
洋
美
術
館
を
建
設
す
る
こ
と
を
交
換
条
件
で
返
還
に
応
じ
た

が
、
こ
れ
ら
も
全
部
が
松
方
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
、
松
方
さ
ん
が
日
本
に
買
い
戻
し
た
浮
世
絵
７
千

点
（
現
在
東
京
博
物
館
蔵
）
等
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る

専
門
的
な
こ
と
は
膨
大
な
記
録
と
資
料
が
あ
り
、
専
門
家
が
一
生

の
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
。
そ
の
一
節
は
本
展

開
催
の
カ
タ
ロ
グ
等
に
お
任
せ
す
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
〃
人
間

・
松
方
さ
ん
″
と
親
し
く
身
近
に
接
し
た
私
た
ち
の
こ
と
を
、
こ

の
際
記
念
と
し
て
記
録
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

腸
右
か
ら
、
筆
者
、
林
先
生
、
次
女

の
り
Ｌ
げ
よ
し

祝
子
、
長
男
成
美
（
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
日
）

１
４１
１

私
が
初
め
て
松
方
幸
次
郎
さ
ん
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
昭
和

の
初
め
で
あ
る
。
当
時
松
方
さ
ん
は
須
磨
に
住
ん
で
お
ら
れ
て
、

風
呂
が
大
変
お
好
き
で
、
毎
日
の
よ
う
に
須
磨
温
泉
の
朝
風
呂
に

行
か
れ
、
そ
の
帰
り
に
〃
若
木
屋
″
（
後
述
）
に
寄
ら
れ
た
。
い

つ
も
水
戸
黄
門
と
同
じ
竹
の
杖
を
つ
き
、
着
物
姿
で
、
そ
れ
も
下

着
は
何
も
つ
け
ず
、
ス
ッ
ト
ン
ト
ン
で
あ
っ
た
。
幼
な
い
私
な
ど

ち
ょ
う
ど
下
か
ら
見
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
〃
振
り
″
の
大
き
い

の
に
驚
い
た
の
は
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
す
。
つ
い
最
近
、
こ
の

こ
と
を
当
時
の
番
頭
を
し
て
い
た
者
が
現
在
帥
歳
で
健
在
で
、
こ

・
り
い

の
話
を
確
か
め
た
が
、
そ
の
意
に
介
さ
な
い
豪
放
嘉
落
な
人
柄
を

語
り
、
私
の
記
憶
通
り
だ
っ
た
。
今
で
は
実
際
に
神
戸
で
松
方
さ

ん
に
会
っ
た
人
は
数
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
不
思
議
な
御

縁
に
つ
い
て
も
う
少
し
話
し
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
は
本
年
創
立

而
周
年
を
迎
え
る
〃
若
木
屋
美
術
店
″
の
年
史
に
重
要
で
あ
り
、

父
が
大
正
７
年
に
美
術
商
を
創
立
し
、
当
時
創
成
期
に
あ
っ
た
画

商
に
な
っ
た
が
、
今
で
言
う
脱
サ
ラ
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
父
は
、

神
戸
一
中
を
卒
業
後
、
川
崎
重
工
の
潜
水
艦
設
計
部
に
勤
務
し
て
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い
て
、
そ
の
時
の
社
長
が
松
方
さ
ん
で
あ
っ
た
。

父
は
大
変
我
倦
な
社
員
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
と
い
う
の

も
、
私
の
祖
父
佐
藤
成
教
が
帝
大
出
の
日
本
で
二
番
目
の
工
学
士

で
、
明
治
時
代
に
〃
佐
藤
組
″
と
い
う
土
木
事
業
を
営
み
、
神
戸

市
中
央
区
中
山
手
の
相
楽
園
の
前
に
居
を
構
え
（
そ
の
邸
も
後
に

川
崎
家
に
譲
る
）
、
一
一
頭
馬
車
に
乗
っ
て
羽
振
り
を
き
か
せ
て
い

た
。
兵
庫
県
だ
け
で
も
神
戸
を
中
心
に
山
陽
線
の
神
戸
ｌ
須
磨
間

の
鉄
道
敷
設
、
布
引
貯
水
池
の
工
事
、
神
有
電
車
三
木
線
の
敷

設
、
岸
和
田
の
築
工
、
国
鉄
三
田
線
の
敷
設
、
他
県
で
は
軽
井
沢

に
至
る
ア
プ
ト
式
ト
ン
ネ
ル
、
京
都
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
疎
水
工

事
、
岡
山
の
三
石
の
ト
ン
ネ
ル
、
又
、
外
国
で
は
、
大
連
に
当
時

東
洋
一
高
い
と
言
わ
れ
た
煉
瓦
造
り
の
煙
突
等
、
大
き
な
事
業
を

残
し
て
い
る
。
大
変
偉
く
て
、
私
に
は
恐
い
存
在
で
あ
っ
た
が
、

ジ
ン
セ
ン

後
年
、
今
の
韓
国
の
仁
川
で
、
佐
藤
農
園
を
始
め
、
日
露
戦
争
な

ど
で
事
業
が
失
速
す
る
に
従
い
そ
の
農
園
を
川
崎
家
に
譲
渡
し
、

川
崎
農
園
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
関
係
で
、
父
は

川
重
で
は
よ
ほ
ど
自
由
に
振
舞
わ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
当
時
京
都

せ
い
ほ
う

画
壇
の
重
鎮
、
竹
内
栖
鳳
先
生
の
門
下
で
新
進
作
家
と
し
て
売
り

げ
つ
じ
よ
う

出
し
中
の
私
の
伯
父
日
本
画
家
森
月
城
が
、
須
磨
に
若
く
し
て
邸

宅
を
構
え
て
い
て
、
そ
の
作
品
を
、
父
は
社
長
と
親
し
い
の
を
よ

い
こ
と
に
会
社
の
重
役
に
売
り
つ
け
た
り
し
て
こ
ず
か
い
稼
ぎ
を

な
り
わ
い

し
て
い
た
の
が
昂
じ
て
大
正
７
年
、
美
術
商
と
し
て
の
生
業
の
道

に
入
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
大
正
加
年

頃
、
今
も
社
会
史
に
残
る
恐
慌
時
代
で
あ
り
、
米
の
焼
き
打
ち
事

件
等
、
大
変
ぶ
つ
そ
う
な
時
代
で
松
方
さ
ん
も
川
崎
重
工
争
議
で

苦
労
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
父
は
運
良
く
画

商
に
転
向
し
、
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
も
自
分
の
好
き
な
道
に

ま
い適

進
し
つ
つ
あ
っ
た
。
父
が
美
術
商
と
し
て
十
数
年
を
迎
え
た

頃
、
松
方
さ
ん
に
は
、
又
々
非
常
な
御
恩
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

く
き

松
方
幸
次
郎
さ
ん
は
御
存
知
の
通
り
三
田
の
殿
様
九
鬼
家
の
親

戚
で
あ
る
が
、
そ
の
九
鬼
家
の
膨
大
な
別
荘
が
須
磨
の
千
守
川
の

西
側
の
土
手
に
沿
っ
て
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
北
隣
に
柳
瀬
さ
ん

（
土
佐
海
運
の
豪
商
で
千
守
幼
稚
園
と
教
会
を
経
営
）
の
お
屋
敷

２
１
４
１

は
す
か
い

が
あ
り
、
そ
の
斜
交
向
い
に
千
守
川
を
隔
て
た
東
の
土
手
に
沿
っ

し
ょ
う
し
ゃ

て
、
数
寄
屋
的
浦
栖
な
美
庭
の
あ
る
御
屋
敷
が
松
方
さ
ん
の
住
ん

で
お
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
お
宅
か
ら
裏
道

伝
い
に
私
の
店
ま
で
直
線
で
Ⅷ
ｍ
も
な
く
、
そ
の
途
中
に
須
磨
温

泉
が
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
に
松
方
さ
ん
か
ら
父
に
大
き
な
幸
運
が

持
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
松
方
さ
ん
所
有
の
古
美
術

骨
董
品
・
絵
画
の
処
分
を
父
が
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
美
術

品
の
数
々
は
、
今
も
私
の
記
憶
に
残
る
重
文
級
の
土
佐
光
起
の
六

曲
解
風
を
始
め
、
宮
家
御
下
賜
の
蒔
絵
類
、
玉
で
造
っ
て
あ
る
花

瓶
・
香
炉
等
々
、
目
も
覚
め
る
よ
う
な
逸
品
揃
い
で
あ
っ
た
。
そ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
父
は
大
阪
美
術
倶
楽
部
で
二
回
に
渡
っ
て
売

り
立
て
を
し
た
。
昭
和
皿
、
過
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
で

売
り
上
げ
高
が
約
金
五
万
円
で
あ
っ
た
。
今
で
あ
れ
ば
膨
大
な
金

額
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
仕
事
の
お
か
げ
で
、
父
は
若
木
屋
美
術

店
を
今
ま
で
の
倍
の
大
き
さ
に
改
造
改
築
し
、
父
自
慢
の
店
先
に

茶
室
ま
で
持
つ
美
術
店
が
で
き
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
大
阪

の
高
麗
橋
の
古
美
術
商
〃
児
島
商
店
″
に
丁
稚
奉
公
に
出
て
い
た

時
で
帰
宅
し
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

り
ん
ね

神
戸
の
偉
大
な
る
松
方
幸
次
郎
翁
を
取
り
巻
く
人
間
の
輪
廻
の

不
思
議
を
私
は
強
く
感
じ
て
い
る
。
来
年
神
戸
市
制
加
年
を
迎
え

る
国
際
港
都
神
戸
の
文
化
を
記
念
す
る
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」
又
そ
れ
を
記
念
事
業
と
し
て
共
催
さ
れ
る
神
戸
新
聞
社
の
創

刊
帥
周
年
、
そ
し
て
創
立
価
周
年
を
迎
え
る
「
若
木
屋
美
術
店
元

町
画
廊
」
と
、
記
念
す
べ
き
年
に
な
る
加
年
の
全
て
の
成
功
を
、

心
か
ら
祈
念
し
て
本
文
を
綴
っ
た
次
第
で
あ
る
。
本
文
記
載
を
勧

め
て
く
れ
た
神
戸
っ
子
の
小
泉
家
が
、
そ
の
当
時
須
磨
（
今
の
水

い
ず
き
ん

族
園
付
近
）
で
〃
以
津
金
″
と
い
う
良
き
料
亭
を
営
ん
で
い
た
。

こ
こ
で
私
の
父
は
画
会
を
催
し
て
お
り
、
私
も
再
々
連
れ
て
行
か

れ
た
。
須
磨
時
代
に
は
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
絡
ん
で
く
る
か
ら
大

変
不
思
議
で
あ
る
。
当
店
が
来
年
開
催
す
る
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
」
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も

合
せ
て
、
奇
縁
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
い
つ
か
ま
た
の
機

会
に
「
神
戸
文
化
の
源
は
須
磨
文
化
」
の
タ
イ
ト
ル
で
記
述
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
な
い
。
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